
アタッチメントについて（概要）
2012.8.14

１．使用可否の判定
(1) 「棚板が外れ易いかどうか」確認してください。 (2) アタッチメントの正式名称は「棚板傾斜付加金具」です。
　・棚板を簡単に持ち上げられる。 　アタッチメントを袖板と棚板の接合部に取付け、

　・棚板と袖板を外れにくくする構造がない。 　　①棚板を袖板から外れにくくするとともに

　　【Yes】の場合：アタッチメントの使用対象です。 → ２．へ 　　②棚板上面を棚間口から棚奥に向って下がる傾斜面にし

　　【No】の場合：他の方法を考えてください。 → ５．へ 　地震動により、棚上の図書館資料が落下するのを抑制します。

２．袖板と棚板の組付け方法と適応アタッチメント
(1) 差込み式　：　F型アタッチメント
　①書架Ａ 　②書架Ｂ

(2) はめ込み式　：　L型アタッチメント
　①書架Ｃ 　②書架Ｄ

　③書架Ｅ

(3) 折衷式　：　L型、F型アタッチメント
　①書架Ｆ 　②書架Ｇ
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　③書架Ｈ 　④書架Ｉ

　⑤書架Ｊ

　⑥書架Ｋ

　⑦書架Ｌ 　⑧書架Ｍ
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　⑨書架Ｎ

　⑩書架Ｏ

３．注意事項
　①差込み式　＆　③折衷式
　　□アタッチメントのフックが棚板間口側折返しにかかっているか
　　□アタッチメントのフックが棚板間口側折返しから袖板側にはみ出していないか
　　□アタッチメントの穴が袖板の爪（中央）にはめ込まれているか
　　□棚板側面が袖板の爪に差込まれているか
　②はめ込み式
　　□アタッチメントのフックが棚板間口側折返しにかかっているか
　　□アタッチメントの底面が袖板下部溝の上面に密着しているか

両面テープ（貼付例）
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４．L型(変型)アタッチメント
　①書架Ｐ

５．「ゴム板」取付けによる棚板傾斜面の形成
　①書架Ｑ 　②書架Ｒ

　③書架Ｓ

　④書架Ｔ

書架Ｈ
Ｌ型(変型)

書架Ｈ
Ｌ型

Ｌ型(変型)

棚板と袖板(緊結タイプ)

中柱削除後

Ｌ型

Ｌ型(変型)

棚板と袖板(緊結タイプ)

棚板と袖板(緊結タイプ)

　棚板と袖板が緊結している場合、棚板が袖板から外れる
可能性は少ないので、支柱に差込む袖板の根元部にゴム
板を差込んで傾斜をつける方法があります。（5mm厚程度の
ゴム板で傾斜面を形成できます。）

　点線から半分
に切って、両側
から挟む方法
もあります。
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